身体表現遊びにおける保育者と幼児の相互作用を高める指導 ―保育者の「言葉がけ」に着目して― by 遠藤 晶 & Aki ENDO
身体表現遊びにおける保育者と幼児の相互作用を高める指導 
－保育者の「言葉がけ」に着目して－ 
Involvement of enhancing teacher-children interaction  
during body expression play : 


























































































































































































































































































































 エピソード⑥  
T：「みんな，おいもさんに，変身できる？」c  
A 男児：うつ伏せで床の上に滑り込んだ。 
T：「くるりーん」d と A 男児の動きに合わせるように
言葉をかけた。 
T：「あー，おいもさん」e  と A 男児に言葉をかける。
A 男児：仰向けになって手を合わせ，身体を左右にゴ
ロゴロする。 









































 エピソード⑦  
T：「見て，お休みしているよ。」e と言葉をかける。 





































































































の 7 種類に分類し，a～g の順に「肯定」「反復」「質問」
「同調」「言語化」「誘導」「提案」と名称を付与した。 
表１ 保育者の言葉がけの内容  
記号 カテゴリー 内   容 
a 肯定 幼児の発言を肯定的に受け止め発言する 
b 反復 幼児の発言に対して同じ言葉で復唱する 
c 質問 具体的な方法，結果などを尋ねる 
d 同調 幼児の動きにオノマトペや声の抑揚を添える
e 言語化 幼児の動きに意味付けをする 
f 誘導 一緒にしようと誘う 
g 提案 新しい遊びの提案 
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